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令和 2年度 2月補正予算 

 

                                                         ▲16,929,194 千円 

（債務負担行為    371,000 千円 ） 

（繰越明許費   8,131,000 千円 ）   

 

 

 

（歳 出）                                                ▲9,535,295 千円 

（債務負担行為   371,000 千円 ） 

（繰越明許費   8,096,000 千円 ）  

 

○は現計予算  ●は債務負担行為の設定 

○ 新型コロナウイルス感染症の対応             【事業費 1,510,937 千円】 

 

○ 堺市水道事業会計繰出金                           1,025,491千円 

・令和 2年 4月から 5月の使用分から 4カ月間の 

水道基本料金の 80％を減額 

 

○ 帰国者・接触者外来等への協力金                       321,700千円 

・新型コロナウイルス感染症の疑いがある患者を診察する帰国者・ 

接触者外来及び陽性者の入院を受け入れる入院協力医療機関を 

対象として、受入れ状況に応じて協力金を支給 

 

○ 施設内療養に対する支援金                      11,400千円 

・高齢者施設、障害者施設、児童施設、保護施設における入所者が、 

新型コロナウイルス感染症に罹患し、病院に入院できず一定期間 

施設内で療養することになった場合に、事業者に支援金を支給 

 

○ その他                              【事業費 ▲10,780,400 千円】 

 

○ 国の制度改正に伴う特定不妊治療費助成の所要増             51,732千円 

 

○ 事業進捗に伴う不用額の減額など                    ▲10,832,132千円 

一 般 会 計 

全 会 計 
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○ 特別会計への繰出金                  【事業費 ▲265,832 千円】 

 

○ 国民健康保険事業特別会計繰出金                        103,318千円 

 

○ 介護保険事業特別会計繰出金                        ▲367,637千円 

 

○ 後期高齢者医療事業特別会計繰出金                      ▲1,513千円 

   

 

● 債務負担行為                      限度額  371,000 千円 

 

● 臨海部活性化推進事業 

【債務負担行為の設定:令和 2年度～令和 4年度】  （限度額 371,000千円） 

            

 

【 繰越明許費 】                                             8,096,000千円 

○ 年度内の事業完了が困難なものの繰越明許費を設定 

 

（歳 入）                                                ▲9,535,295千円 

○ 市税                               ▲900,000千円 

・法人市民税                             ▲300,000千円 

・固定資産税                              ▲600,000千円 

 

○ 地方消費税交付金                        ▲3,300,000千円 

 

○ 軽油引取税交付金                           ▲320,000千円 

 

○ 地方交付税                               1,576,336千円 

 

○ 使用料及び手数料                             ▲86千円 

 

○ 国庫支出金                              ▲2,492,436千円 

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金            351,549千円 

・事業進捗に伴う不用額の減額など                   ▲2,843,985千円 
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○ 府支出金                                ▲124,775千円 

 

○ 財産収入                                                 ▲1,968,290千円 

 

○ 寄附金                                  59,010千円 

 

○ 繰入金                               273,913千円 

   

○ 繰越金                               600,396千円 

 

○ 諸収入                               ▲3,542,163千円 

 

○ 市債                                                        602,800千円 

・減収補塡債及び特別減収対策債                    3,558,700千円 

・臨時財政対策債                            ▲618,600千円 

・事業進捗による減額など                       ▲2,337,300千円 

 

 

 

◇ 都市開発資金特別会計                           

（歳 出）                                              ▲120,300千円 

   ○ 事業進捗に伴う不用額の減額                                 ▲120,300千円 

 

（歳 入）                                                ▲120,300千円 

   ○ 財産収入                                                  ▲120,300千円 

 

◇ 国民健康保険事業特別会計                           

（歳 出）                                                525,618千円 

   ○ 国民健康保険料収納対策基金積立金の増加などに伴う増額         525,618千円 

 

（歳 入）                                                  525,618千円 

   ○ 国民健康保険料                                             ▲123,679千円 

 

   ○ 府支出金                                                    ▲29,456千円 

特 別 会 計 
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○ 繰入金                                                       103,318千円 

 

○ 繰越金                                                       575,232千円 

 

○ 財産収入                                                         203千円 

 

◇ 公共用地先行取得事業特別会計                

（歳 出）                                                   ▲3,145,679千円 

（繰越明許費   35,000 千円 ）  

○ 事業進捗に伴う不用額の減額など                       ▲3,145,679千円 

 

【 繰越明許費 】                                              35,000 千円 

○ 年度内の事業完了が困難なものの繰越明許費を設定 

                              

（歳 入）                             ▲3,145,679千円 

○ 財産収入                                 775,221千円 

○ 市債                                 ▲3,920,900千円 

 

◇ 介護保険事業特別会計                                      

（歳 出）                                                   ▲2,950,495千円 

○ 決算見込みに伴う介護給付費等の不用額の減額など           ▲2,950,495千円 

 

（歳 入）                                                ▲2,950,495千円 

○ 介護保険料                           ▲665,691千円 

 

○ 国庫支出金                          ▲774,671千円 

  

○ 府支出金                           ▲343,302千円 

 

○ 支払基金交付金                        ▲799,194千円 

 

○ 繰入金                              ▲367,637千円 
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◇ 後期高齢者医療事業特別会計                                         

（歳 入）                                  0 千円 

○ 国庫支出金                              1,513千円 

○ 繰入金                              ▲1,513千円 

 

 

                                        

◇ 水道事業会計                                          

（支 出）                                                    ▲1,094,986千円 

〇水道用水供給料金の軽減による受水費の減額                   ▲250,000千円 

〇建設改良費の不用額による減額など                     ▲844,986千円 

 

（収 入）                                                     ▲324,746千円 

〇水道基本料金減額による水道料金収入の減額や                ▲1,350,237千円 

工事負担金の減額など                           

〇水道基本料金減額などに伴う一般会計繰入金の増額              1,025,491千円 

 

◇ 下水道事業会計                                          

（支 出）                                                     ▲608,057 千円 

〇建設改良費の不用額による減額など                ▲608,057千円 

 

（収 入）                                                       ▲388,983 千円 

〇国の補正予算に伴う国庫補助金の増額               400,000千円 

〇建設改良費の減額に伴う企業債の減額など             ▲788,983千円 

    

 

企 業 会 計 


